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 要 旨   

 

背景： 

高齢者では飲酒者や短時間の間の多量飲酒(binge drinking)者の割合が多い。しかし、高齢者の飲酒の

リスクの認識と飲酒パターンとの関連性についての研究はほとんど行われていない。 

 

方法：  

2022 年全国薬物使用・健康調査の参加者で、50歳以上で過去 1年間に飲酒していた群（N = 6693）のデ

ータを使用した。（1）週 1〜2 回 binge drinking を行うことに対するリスク認識と飲酒頻度、binge 

drinking の頻度、アルコール使用障害との関連性、および（2）アルコール治療（アルコール依存の治療）

を行ったか否かとそのリスク認識との関連性を解析した。 

 

結果： 

過去 1年間に飲酒していた群の約 40％が週 1〜2回の binge drinking はリスクが大きいことを認識して

いた。また、過去 1年間に飲酒した群の 27％が過去 1か月の間に binge drinking をしていた。リスクが

大きいことを認識している群で飲酒頻度（毎日飲酒群の IRR = 0.60、95%CI = 0.48-0.74）と過去 1か

月の間の binge drinking の頻度（binge drinking を 6～19 日行った群の IRR = 0.33、95%CI = 0.19-

0.57）に負の相関関係があることが多変量解析で明らかになった。軽度のアルコール使用障害の群では、

リスクが大きいことの認識のオッズ比が低かった。リスク認識はアルコール治療の有無とは有意な関連

がなかった。 

 

結論：  

binge drinking のリスクが大きいことを認識しているオッズ比は、問題を孕んだ飲酒行動を行う群で低

かった。アルコール治療を行っているオッズ比も、問題を孕んだ飲酒行動を行う群で低く危機感が抱か

れる。飲酒の害を減らすためには教育や介入が必要である。  


